
　

こ
ん
に
ち
は
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
ホ
ー
ム
の
赤

荻
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
先
月
号
に
引
き
続
き
グ
ラ
ン

デ
ィ
ア
ホ
ー
ム
で
使
用
し
て
い
る
断
熱
材
を
ご

紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

先
月
号
の
お
さ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
断
熱
材

と
は
、
建
物
の
中
に
熱
を
入
れ
な
い
為
や
建
物

内
部
の
熱
を
外
に
逃
が
さ
な
い
為
に
使
用
し
て

い
る
材
料
で
す
。

　

今
月
号
で
、
ご
紹
介
す
る
断
熱
材
は
コ
ル
ク

を
使
用
し
た
「
炭
化
コ
ル
ク
」

「
炭
化
コ
ル
ク
」
と
い
う
断
熱
材

で
す
。

　　

「
コ
ル
ク
が
ワ
イ
ン
の
栓
に
使
わ
れ
て
い
る

「
コ
ル
ク
が
ワ
イ
ン
の
栓
に
使
わ
れ
て
い
る

理
由
と
は

理
由
と
は･･･

･･･

」

　

ま
ず
始
め
に
コ
ル
ク
と
い
う
素
材
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ル
ク
は
ワ
イ
ン
の
栓
な
ど
、
保
存
性
の
高

い
容
器
の
栓
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
コ
ル
ク
が
劣
化
し
に
く

い
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

コ
ル
ク
は
、
地
球
に
優
し
い
「
天
然
循
環
型

自
然
素
材
」
で
す
。

　

原
産
国
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
・
南

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
及
び
北
ア
フ
リ
カ
の
地

中
海
沿
岸
に
群
生
し
て
い
る
コ
ル
ク
樫
の
樹
皮

で
す
。

　

こ
の
樹
皮
は
、
９
年
で
コ
ル
ク
栓
の
厚
さ
に

成
長
し
、
こ
れ
を
剥
が
す
と
ま
た
９
年
で
成
長

し
、
ひ
つ
じ
の
毛
に
良
く
似
て
い
ま
す
。
木
を

伐
採
せ
ず
、
太
陽
と
雨
の
み
で
育
っ
て
行
く
の

で
す
。
体
に
良
く
、
生
産
は
太
陽
と
雨
。

　

こ
の
よ
う
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
な
材
料
が
コ
ル
ク

な
の
で
す
。

　　

「
炭
化
コ
ル
ク
と
は

　

「
炭
化
コ
ル
ク
と
は･･･

･･･

」

　

炭
化
コ
ル
ク
と
は
、
ワ
イ
ン
の
コ
ル
ク
を
作

成
し
た
残
り
を
炭
に
し
た
も
の
で
、
炭
化
す
る

時
に
材
木
の
樹
脂
が
出
て
き
て
大
き
な
か
た
ま

り
と
な
り
、
そ
れ
を
ス
ラ
イ
ス
し
た
も
の
が
炭

化
コ
ル
ク
で
す
。
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「
コ
ル
ク
を
使
っ
た
断
熱
材
の

　

「
コ
ル
ク
を
使
っ
た
断
熱
材
の

　
　
　
　
　
　
　
　

５
つ
の
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　

５
つ
の
特
徴･･･

･･･

」　

　　

１
、
宇
宙
飛
行
士
の
安
全
確
保
か
ら
ス
ペ
ー

　

１
、
宇
宙
飛
行
士
の
安
全
確
保
か
ら
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
の
断
熱
材
と
し
て
も

ス
シ
ャ
ト
ル
の
断
熱
材
と
し
て
も･･･

･･･

　

１
立
米
（
り
ゅ
う
べ
い
）
あ
た
り
４
０
０
０

万
個
の
空
気
を
内
包
し
た
微
細
な
細
胞
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
コ
ル
ク
は
、
優
れ
た
断
熱
性
能

を
持
ち
、
宇
宙
飛
行
士
の
安
全
確
保
か
ら
、
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
の
断
熱
材
と
し
て
も
使
用
さ

れ
て
い
ま
す

　

ま
た
、
０
．
０
３
８
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
ｍ
ｈ
℃
と

い
う
毛
布
（
０
．
０
５
９
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
ｍ
ｈ
℃

）
以
上
の
高
い
断
熱
性
能
が
あ
り
ま
す
。

※
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
／
ｍ
ｈ
℃
と
は
熱
伝
導
率
を
表
す

単
位
で
、
こ
の
数
値
が
低
い
ほ
ど
断
熱
性
能
は

高
く
な
り
ま
す
。

　

２
、
優
れ
た
吸
音
・
遮
音
効
果

　

２
、
優
れ
た
吸
音
・
遮
音
効
果

　

炭
化
コ
ル
ク
に
は
優
れ
た
防
音
性
と
吸
音
性

が
あ
り
ま
す
（
１
，
０
０
０
〜
２
，
０
０
０
ヘ

ル
ツ
の
音
を
吸
音
）
。

　

ま
た
、
衝
撃
吸
収
性
に
よ
り
、
音
の
振
動
を

遮
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
高
断
熱
・

高
気
密
住
宅
の
「
音
が
響
く
」
と
い
う
弱
点
を

解
消
し
ま
し
た
。

　　

３
、
高
い
吸
着
効
果

３
、
高
い
吸
着
効
果

　

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
や
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有

機
化
合
物
）
等
の
有
害
物
質
を
吸
着
さ
せ
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
炭
化
コ
ル
ク
の
気
泡

の
中
に
は
嫌
な
臭
い
を
吸
着
す
る
高
い
消
臭
効

果
が
あ
り
ま
す
。

　

４
、
調
湿
効
果

４
、
調
湿
効
果

　

炭
化
す
る
こ
と
で
コ
ル
ク
の
気
泡
部
分
が
開

き
、
空
気
中
の
水
分
を
吸
収
し
た
り
吐
き
出
し

た
り
す
る
性
質
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
乾

燥
し
た
冬
や
湿
気
の
多
い
夏
に
は
炭
化
コ
ル
ク

が
湿
気
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。

素
材
系
断
熱
材
と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
値
段

が
高
い
で
す
。　

　

デ
メ
リ
ッ
ト
②

デ
メ
リ
ッ
ト
②

　

施
工
性
が
悪
い
で
す
。
炭
化
コ
ル
ク
は
現
場

で
の
加
工
時
に
崩
れ
易
い
の
で
施
工
の
際
は
、

熟
練
の
技
術
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
断
熱
材
全
般
に
言
え
る

の
で
す
が
、
細
か
な
部
分
や
端
っ
こ
な
ど
は
隙

間
が
出
来
易
い
で
す
。

　

弊
社
で
は
毎
月
、
第
二
、
第
四
、
日
曜
日
に

自
然
素
材
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す

そ
ち
ら
の
勉
強
会
へ
参
加
頂
け
れ
ば
、
実
際
に

炭
化
コ
ル
ク
断
熱
材
に
も
実
際
に
触
れ
て
頂
く

事
も
出
来
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ

い
。

　

今
月
号
で
は
、
コ
ル
ク
を
利
用
し
た
断
熱
材

で
あ
る
「
炭
化
コ
ル
ク
」
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
次
号
以
降
で
は
、
他
の
断
熱
材
の

ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

　

５
、
結
露
防
止
機
能

　

５
、
結
露
防
止
機
能

　

前
回
ご
紹
介
し
た
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

や
炭
化
コ
ル
ク
な
ど
の
自
然
素
材
系
断
熱
材
全

般
に
言
え
る
事
で
す
が
、
自
然
素
材
系
断
熱
材

は
結
露
が
起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
湿
気
を
通
す
透
湿
抵
抗
が
低
く
吸
放

湿
に
優
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
炭
化
コ
ル
ク
は
「
水
蒸
気
の
保
湿
性
が

豊
か
な
う
え
に
吸
放
湿
が
よ
い
の
で
結
露
を
抑

え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

「
炭
化
コ
ル
ク
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は

「
炭
化
コ
ル
ク
の
デ
メ
リ
ッ
ト
と
は･･･

･･･

」

　

こ
の
よ
う
に
炭
化
コ
ル
ク
は
、
非
常
に
優
れ

た
断
熱
材
で
す
が
デ
メ
リ
ッ
ト
も
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。

　

デ
メ
リ
ッ
ト
①

デ
メ
リ
ッ
ト
①

　

値
段
が
高
い
。
炭
化
コ
ル
ク
は
、
他
の
自
然

▲セルロースファイバーと炭化コルクの比較

 

  

   

   

   

   

   

 

▲炭化コルク
　炭化させることで、コルクのもつ高い断熱力をさらに強化
させた断熱材です。住宅の屋根床・壁・天井の断熱材として
また冷凍冷蔵庫・定温倉庫・食品工場の断熱材としても
使用されてます。
　天然の調湿機能により、結露の発生も効果的に抑制。
適温を保ち、空調機器の省エネ運転にも大きく貢献します。


